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【ア行】

アセットマネジメント
あ せ っ と ま ね じ め ん と

(資産管理
し さ ん か ん り

)

水道ビジョンに掲げた持続可能な水

道事業を実現するために、中長期的な

視点に立ち、効率的かつ効果的に水道

施設を管理運営する実践活動のこと。

稼動している施設の状態などを適切

に診断・評価し、更新の必要性や時期

を検討するとともに、その財源確保の

方策を講じることで実践可能となる。

厚田浄水場
あ つ た じ ょ う す い じ ょ う

厚田区内(虹が原地区を除く)に水道

水を供給するための浄水場。

（Ｓ37.3.20 給水開始）

計画一日最大給水量は、1,800㎥

石狩
い し か り

西部
せ い ぶ

広域
こ う い き

水道
す い ど う

企業団
き ぎ ょ う だ ん

札幌市・小樽市・石狩市・当別町に

おける安定した水道水の供給を確保す

るため、広域的な視点に立った水道施

設の整備を目的として設立された一部

事務組合。（平成４年設立）

当別ダムの用水を浄水処理して、３

市１町に用水供給を行う。（現在は、札

幌市を除く２市１町に供給している）

一般会計繰入金
い っ ぱ ん か い け い く り い れ き ん

(★)

水道事業の経営の健全化を促進し、

経営基盤を強化するために一般会計か

ら繰り入れる資金で、企業債の元利償

還金や建設費などを対象とする。

繰り入れの基準は、総務省から毎年

度通知される。

応急給水
おうきゅうきゅうすい

事故や災害などにより水道の給水が

できなくなった場合に、給水車などを

利用し飲料水を給水すること。

【カ行】

隔測
か く そ く

メーター

検針の際に水量を確認するためのメ

ーターで、主に建物の壁に設置されて

いる。地下に設置されている水道メー

ター本体とコードで繋がっていて、同

じ数値が表示される。

元利償還金
が ん り し ょ う か ん き ん

(★)

浄水場や水道管などの施設を建設す

る際の資金として、国や金融機関など

から借り入れた企業債（借金）の元金

と利息の返済金のこと。

基本料金
き ほ ん り ょ う き ん

（水量
すいりょう

）

水道料金のうち、水を使用してもし

なくても定額でかかる料金のことで、

本市では、その水量が0～７㎥となって

いる。

企業会計
き ぎ ょ う か い け い

(★)

一般的な官庁会計(単式簿記)に対し、

水道事業会計など地方公営企業で採用

している、複式簿記に基づいた会計の

こと。

官庁会計と異なる主な部分は、予算

（決算）をサービス提供に関する収支

（収益的収入及び支出）と施設の建設に
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関する収支（資本的収入及び支出）に区

分して行うこと、また、財務状況を明確

に示す資料(財務諸表
ざ い む し ょ ひ ょ う

)を作成することや

消費税を明確に区分していることであ

る。＝地方公営企業会計

企業債
き ぎ ょ う さ い

(★)

浄水場や水道管などの施設を建設す

る際、その財源として国や金融機関な

どから借り入れる資金のこと。

返済期間は 10～30 年。

キャッシュ・フロー計算書(★)

予算・決算時に作成する財務諸表の

ひとつ。一事業年度における現金の流

れを活動区分別に表示した報告書のこ

と。

官庁会計が現金主義であるのに対し、

企業会計は債権・債務の発生をもって収

益や費用を認識する「発生主義」を採用

しているため、現金の動きに関する情報

を把握する目的で作成する。

給水管
きゅうすいかん

配水管から分岐して、各家庭など

に引き込んでいる水道管のこと。

給水区域
き ゅ う す い く い き

厚生労働大臣の許可を得て、市が水

道を給水することとした区域。

給水区域内人口
き ゅ う す い く い き な い じ ん こ う

市内全ての人口のうち、給水区域内

に住んでいる人口のこと。

給水原価
き ゅ う す い げ ん か

水道水１立方メートルを作るために

必要な経費。（１㎥あたりの製造原価）

対象経費は、サービス提供にかかる

維持管理費や施設の減価償却費、支払

利息などの消費税抜きの経常費用。

給水原価
(円/㎥)

=

経常費用-(受託工事費+材料及び
不用品売却原価等)

年間総有収水量

給水戸数
き ゅ う す い こ す う

給水区域内において、水道を利用し

ている世帯数（戸数）のこと。

給水人口
きゅうすいじんこう

給水区域内において、水道を利用し

ている人口のこと。

給水装置
き ゅ う す い そ う ち

市が整備した配水管から分岐して、

住宅用などの目的で設置された給水管

と、これに直接つながっている蛇口や

給湯ボイラーなどの器具のこと。

給水装置は、建物所有者の財産とな

り、故障に係る修繕費は自己負担とな

る。

ただし、配水管から水道メーターま

での漏水等は市が修理する。
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給水停止
き ゅ う す い て い し

浄水場などの施設の故障や災害等に

より、水質基準の確保が不可能となっ

た場合に、緊急的に浄配水場からの給

水を停止すること。

また、水道料金が一定期間未納であ

り、納付の意志が見られず、今後も納

付の可能性が低いと判断した場合、や

むを得ず給水を停止する処分のこと。

水道メーターに接続している止水栓

を締め、給水を止める。

供給単価
きょうきゅうたんか

年間の料金収入（給水収益）をその

もととなった水量で割った値で、1 立

方メートルあたりの販売単価を示す。

供給単価
(円/㎥)

=
給水収益（税抜）

年間総有収水量

繰延収益
くりのべしゅうえき

(★)

減価償却の対象となる固定資産の取

得や更新に充てた、国庫補助金などの

外部からの資金を整理したもので、貸

借対照表では負債に整理される。

毎年度の減価償却費のうち、国庫補

助金等を繰り入れた相当額を『長期前
ち ょ う き ま え

受金戻入
う け き ん れ い に ゅ う

』として収益化する。

減価償却費
げ ん か し ょ う き ゃ く ひ

(★)

浄水場、配水場や水道管など、事業

のために必要な施設・設備（固定資産

等）について、その取得価額を法定耐

用年数に応じて均等に費用化したも

の。

検針
け ん し ん

料金を賦課するために、各戸の水道

メーターで使用水量を確認すること。

本市は、毎月初めに検針を行い、前

月の使用分を確認する。

原水
げ ん す い

湧き水や河川水、ダム用水など、天

然の水のこと。

原水を浄水場に取り込んで、薬品など

により処理した水を水道水（浄水）とし

て供給する。

濃昼浄水場
ごきびるじょうすいじょう

浜益区濃昼に設置されている浄水場

で、同地区と厚田区濃昼に水道水を供

給している。（Ｓ50.10.1 給水開始）

計画一日最大給水量は、72㎥

固定資産
こ て い し さ ん

(★)

事業で使用する土地や建物、構築物

など、具体的な物としての有形固定資

産や施設利用権などの権利を示す無形

固定資産のこと。

固定負債
こ て い ふ さ い

(★)

企業債償還金などの負債のうち、１

年以上後に返済期限が到来するもの。
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また、退職給付引当金や修繕引当金

など、将来の特定の費用を引き当てた

もののうち、１年以上後に取り崩す予

定のものをいう。

【サ行】

財務諸表
ざいむしょひょう

(★)

事業の財政状況を示す資料で、

「貸借対照表
たいしゃくたいしょうひょう

」「損益計算書
そ ん え き け い さ ん し ょ

」「キャッ

シュ・フロー計算書」などがある。

これらの作成により、当年度の収益

や費用が明らかとなり、その結果、利

益あるいは損失など、事業の経営状況

が判るほか、年度末時点において事業

が保有している資産や負債といった財

政状態が把握できるようになる。

残留塩素
ざ ん り ゅ う え ん そ

水道水を作るための殺菌・消毒に使

われる塩素系薬剤を有効塩素といい、

蛇口から出る水に残っている有効塩素

のことを残留塩素という。

残留塩素は、時間の経過や温度の上

昇によって消失しやすいため、浄配水

場から一番離れている地点(末端)で濃

度が保たれるよう調整する必要があ

る。

仕切弁
し き り べ ん

配水管内の水の流れを止める弁。

漏水や破損事故などの際、給水が止

まらないよう水の流れるルートを変え

るときなどにも使用する。

資産
し さ ん

(★)

現金や預金、購入した物品や工事に

よって取得した施設、あるいは権利な

どのことをいい、特に施設や権利につ

いては、それらが将来収益を生む見込

みのあるものをいう。

資産は、固定資産、流動資産、繰延資

産に分類され、貸借対照表の左側(借方)

に記載される。

止水栓
し す い せ ん

蛇口とは別に設けられた、水を止め

るための栓のことで、洗面台の下やト

イレ付近に設置されている。

また、水道メーターの接続部にもあ

り、住宅の水を根元で止めることがで

きる。

施設利用率
し せ つ り よ う り つ

浄水場や配水場などの施設の処理能

力に対して、実際に利用されている割

合のことで、適正な施設規模かどうか

を判断するための指標のひとつ。

施設利用率(%)=
平均配水量

×100
施設能力

指定給水装置工事事業者
し て い き ゅ う す い そ う ち こ う じ じ ぎ ょ う し ゃ

水道事業が市内（給水区域内）で給

水装置工事を行うことを認めた事業者

のこと。

事業者から提出された申請書類を審査

し、法令に定める材質や構造などを適正

に守って工事を行うことができると認め

た場合に市が指定する。
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資本
し ほ ん

(★)

一般的に、企業の経営における「元

手」を意味するが、会計上は、資産総

額から負債総額を差し引いた残額（企

業の正味財産高）。

資本は、「資本金」と「剰余金」の大

きく 2 つに分類され、貸借対照表の右

側(貸方)に記載される。

資本的収入及び支出
し ほ ん て き し ゅ う に ゅ う お よ び し し ゅ つ

(★)

予算(決算)区分のひとつ。浄配水場や

水道管等の施設の建設など、支出の効果

が翌年度以降に及ぶものや、企業債の元

金償還などの費用とその財源となる収入

のこと。

家計に例えると、住宅建設とローン

の返済。

資本剰余金
し ほ ん じ ょ う よ き ん

(★)

資本剰余金は、土地などの減価償却

を行わない資産の取得に充てた国庫補

助金や受贈財産評価額及び工事負担金

などのこと。

収益的収入及び支出
し ゅ う え きて き しゅ う に ゅう お よび し しゅつ

(★)

予算(決算)区分のひとつ。一事業年度

において、企業（水道事業）の経営活

動に伴って発生するすべての収益と費

用のこと。

収入は水道料金、費用は施設の維持

管理費などとなり、これらの収支結果

を黒字・赤字という。

従量料金
じゅうりょうりょうきん

水道料金計算のうち、基本料金と別

に、実際に使用した水量に応じて算定

される料金のこと。

受水槽
じ ゅ す い そ う

配水管からの水を一旦溜めて建物内

部に給水するためのタンクのこと。

配水管から直接給水できない場合や、

水を一度に多く使う施設に設置される。

受水費
じ ゅ す い ひ

(★)

他の水道事業や用水供給事業から供

給された水道水に対して負担する費用

のこと。

市では、石狩西部広域水道企業団か

らの用水受水に対して、年間 7 億円程

度を支払っている。

受託水道業務技術管理者
じ ゅ た く す い ど う ぎ ょ う む ぎ じ ゅ つ か ん り し ゃ

第三者委託を受託する事業者が、水

道法に基づき設置しなければならない

技術上の管理者のこと。

⇒『水道技術管理者』を参照

浄水
じょうすい

地下水や河川水などの原水をろ過・

滅菌処理し、水道法上の水質基準を満

たした処理水のこと。=水道水
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新港中央配水場
し ん こ う ち ゅ う お う は い す い じ ょ う

石狩西部広域水道企業団からの水道

用水を受水して、樽川・新港・花川

南・花畔・本町・八幡・高岡・生振地

区に給水するための配水施設。

（Ｈ25.4.1 給水開始）

計画一日最大給水量は、13,550㎥

水質検査
す い し つ け ん さ

水道法に定める水質（安全で清浄な

水）を確保するため、水道事業者に義

務付けられた定期及び臨時の検査のこ

と。

色や濁り、味や臭気などのほか、残

留塩素や病原菌・科学物資などについ

ての検査を行う。

検査回数や頻度（毎日・毎月など）

は法令で詳細に定められており、市内

に設定した検査地点から採水して検査

を行う。

水道技術管理者
す い ど う ぎ じ ゅ つ か ん り し ゃ

水道法において、水道事業への配置

が義務付けられている技術面での責任

者のこと。

水道における一定以上の知識や実務

経験を必要とし、水道設置者（市長）

によって任命される。水道技術管理者

に必要な資格要件は、水道法及び本市

条例に規定されている。

水道施設更新計画
す い ど う し せ つ こ う し ん け い か く

水道ビジョンに掲げた持続可能な水

道事業の実現を目指すための具体的な

計画。

老朽化した水道施設の解消と施設の耐

震化を進めるため、中長期的な視点に立

ち、更新する施設や毎年の事業費、必要

となる財源などを明確に定めている。

平成 22 年度に策定し、５年経過した

平成 27 年度に見直しを行った。

水道
す い ど う

ビジョン

市水道事業が目指すべき理想像（安

全・安定・満足・経営）と、その実現に

向け、概ね10年間に取り組むべき施策

目標を定めたもので、平成18年度に策

定。

平成2６年度には、目指すべき理想像

を“持続・安全・強靭”に改め、新たな

時代に合わせた「石狩市新水道ビジョ

ン」を策定している。

水道メーター
す い ど う め ー た ー

（量水器
り ょ う す い き

）

配水管から住宅などに引き込んだ水

の量を測るための器具。

配水管から分岐した給水管に接続さ

れており、通常は敷地内の地下に設置

されている。

市では、1 年を通して毎月検針がで

きるように隔測
か く そ く

メーターを併せて設置

している。

水道メーターは『計量法』で 8 年ご

との取替えが義務付けられており、一

般家庭のメーターは有効期限が切れる

前に市で取替えを行う。
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洗管作業
せ ん か ん さ ぎ ょ う

水質を維持するために、配水管内部

の付着物や錆などを洗浄する作業のこ

と。市では、エリアごとに定期的に洗

管作業を実施している。

送水管
そ う す い か ん

浄水場で処理した水を配水場などに

送るための水道管のこと。

損益勘定留保資金
そ ん え き か ん じ ょ う り ゅ う ほ し き ん

(★)

収益的支出のうち、減価償却費や資

産減耗費など、現金の支出を必要とし

ない費用の合計から、長期前受金戻入

額を差し引いたもので、企業内に現金

として留まるもの。

損益計算書
そんえきけいさんしょ

（Ｐ/Ｌ）(★)

予算・決算時に作成する財務諸表の

ひとつ。一事業年度における経営成績

を表すもので、その期間中のすべての

収益と、これに対応するすべての費用

を記載して、その結果（純利益又は純

損失）を表示した報告書のこと。

【タ行】

第三者委託
だ い さ ん し ゃ い た く

浄水場の運転管理業務など、水道の

管理に関する技術上の業務について、

経理的・技術的基礎を有する「第三

者」（他の水道事業者または民間）に委

託すること。

業務受託者が「受託水道業務水道技術

管理者」を配置し、水質管理など水道法

に規定する法的責任を含めて受託する。

本市においては、平成20年度に旧石

狩市域に導入、平成22年度には厚田・

浜益区にも拡大し現在に至っている。

貸借対照表
たいしゃくたいしょうひょう

（Ｂ/Ｓ）(★)

予算・決算時に作成する財務諸表のひ

とつ。企業の財政状況を明らかにするた

め、一定の時点におけるすべての資産、

負債及び資本を総括的に表示した報告書

のこと。

貸借対照表は左右に分かれており、左

側(借方)に資産、右側(貸方)に負債と資

本を記載する。

原則として、資産＝(負債+資本)が成

り立ち、左右の合計額が均等となること

から、バランス・シートとも呼ばれる。

耐震管
た い し ん か ん

地震による被害を受けにくい水道管

のこと。

その地域において予期しうる震度では

健全な性能を失うことなく、また、最大

級の震度であっても、その生じる損傷が

軽微であり、機能に重大な影響を及ぼさ

ない性能を有する水道管のこと。

たな卸資産
た な お ろ し し さ ん

(★)

事業が所有する材料、製品などの有

形の動産で、営業目的に関するもの。

水道事業では、量水器（水道メータ

ー）がこれにあたる。
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毎月の購入(入庫)と販売(出庫)を帳簿

で管理し、月末に在庫のたな卸しを行

う。

長期前受金戻入
ち ょ う き ま え う け き ん れ い に ゅ う

(★)

施設などの固定資産を取得する際に

財源として繰り入れた国庫補助金や一

般会計繰入金など、企業外部からの金

銭または物件について、毎年度の減価

償却見合い分を収益化するもの。

現金の収入は伴わない。

導水管
ど う す い か ん

地下水や河川水などの原水を浄水場

に送るための水道管のこと。

当年度未処分利益剰余金
と う ね ん ど み し ょ ぶ ん り え き じ ょ う よ き ん

(未処理欠損金
み し ょ り け っ そ ん き ん

)(★)

当年度未処分利益剰余金は、１年間

の事業活動によって生じた利益で、処

分の目的が与えられていない状態のも

のをいい、そのまま翌年度に繰り越す

か、あるいは、条例の規定または議会

の議決を経て、特定の目的のために積

み立てられる。

当年度未処理欠損金は、１年間の事

業活動によって生じた損失であり、過

去に繰り越した利益や積立金があれば

これで補てんし、それらがなければ、

翌年度に繰り越すこととなる。

当別浄水場
とうべつじょうすいじょう

当別ダムを水源とした石狩西部広域

水道企業団の浄水場。（H24 年完成）

H36 年度の第２期事業終了(予定)後

は、札幌市、小樽市、当別町、石狩市の

札幌圏に１日最大 77,800 ㎥の水道用

水を供給できる。

当別ダム
と う べ つ だ む

治水（洪水調整）と利水（かんが

い・水道用水の供給）を目的に建設さ

れたダムで、石狩西部広域水道企業団

用水の水源。（H24 年完成）

【ナ行】

認定水量
に ん て い す い り ょ う

給水設備の故障や漏水事故などによ

り、通常よりも使用水量が多い使用者

について、実態を調査した上で、規定

に基づき一定の水量を減じた水量のこ

と。

【ハ行】

配水管
は い す い か ん

配水場から送り出した水を各家庭等

の給水管まで運ぶための水道管のこ

と。一般的には道路の下に埋設されて

いる。

配水池
は い す い ち

浄水を溜めておく施設のことで、浄

水場や配水場に設置されている。

配水量
はいすいりょう

浄水場から送り出した水量のこと。
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1 年間の配水量を「年間総配水量」

（又は、年間給水量）といい、有効率

や有収率の計算の基礎に用いられる。

排
は い

泥
で い

水道管の中の濁り水を排出すること

で、配水管の場合は消火栓などから行

う。家庭内の蛇口からしばらく水を出

して濁りなどを取ることを家庭内排泥

という。

花川北配水場
は な か わ き た は い す い じ ょ う

石狩西部広域水道企業団からの水道

用水を受水して、花川北・花川南の一

部・花川東・緑苑台地区に給水するた

めの施設。

もとは、札幌市から購入した水を受

け、花川北の一部地域に給水するため

の施設として使用されていた。

計画一日最大給水量は、7,850 ㎥

浜益浄水場
はまますじょうすいじょう

浜益区群別に設置されている浄水場

で、浜益・川下・柏木・群
く ん

別
べ つ

・幌
ぽ ろ

・

毘砂別
び し ゃ べ つ

地区に給水している。

（S39.４.１給水開始）

計画一日最大給水量は、879㎥

普及率
ふ き ゅ う り つ

給水区域内人口のうち、実際に給水

している人口の割合のこと。

普及率(%)＝
給水人口

×100
給水区域内人口

負債
ふ さ い

(★)

一般的には、後日他人に対して支払

うべき金銭債務を指し、水道事業で

は、施設建設の際に国や金融機関から

借り入れた企業債などがこれに当た

る。

負債は「固定負債」、「流動負債」、

「繰延収益」に分類され、貸借対照表

の右側(貸方)に記載される。

フロック
ふ ろ っ く

浄水場の処理過程で、原水に含まれ

る細かい土や砂を沈殿しやすくするた

めに「ポリ塩化アルミニウム（PAC=

パック）」という凝集剤で固めたもの。

補
ほ

てん財源
ざ い げ ん

(★)

水道事業などの施設を抱える地方公

営企業では、一般的に資本的収入が資

本的支出に不足することが多い。

補てん財源とは、その不足額を補う

自己資金のことで、減価償却費などの

現金支出を伴わない費用に相当する料

金収入など、外部に流出せず会計内部

に留まる資金（損益勘定留保資金）等

のことをいう。

【マ行】

実田浄水場
み た じ ょ う す い じ ょ う

浜益区御料地に設置されている浄水場

で、実田・御料地地区に給水している。

（H11.３.31 受贈）

計画一日最大給水量は、171㎥



■石狩市水道事業_水道用語集 （★）･･･会計用語

- 10 -

無効水量
む こ う す い り ょ う

浄水場から出た水量（配水量）のう

ち、漏水などにより料金の対象になら

ず、また、水道事業としても有効に使

われなかった水量のこと。⇔有効水量

【ヤ行】

有効水量
ゆうこうすいりょう

浄水場から出た水量（配水量）のう

ち、水道料金の対象となったほか、水

道事業として有効に使われた水量のこ

と。

洗管作業など、水道料金の対象とは

ならないが、水道の運営の為に有効に

使われた水量のこと。⇔無効水量

有効率
ゆ う こ う り つ

配水量に占める有効水量の割合。

割合が高いほど、漏水などで無駄と

なった水量が少ないことを示す。

有効率(%)＝
年間総有効水量

×100
年間給水量

有収水量
ゆうしゅうすいりょう

浄水場から出た水量（配水量）のう

ち、水道料金の対象となった水量のこ

と。

有収率
ゆうしゅうりつ

配水量に占める有収水量の割合。

割合が高いほど、経費の回収率が高

いことを示す。

有収率(%)＝
年間総有収水量

×100
年間給水量

【ラ行】

利益剰余金
り え き じ ょ う よ き ん

(★)

事業活動で生じた利益で、条例に基

づいて特定の目的のために積み立てた

「減債積立金」「利益積立金」及び

「建設改良積立金」と特定の目的を持

たない「未処分利益剰余金」のこと。

会計上損失が出た場合には、「未処

理欠損金」として整理する。

流動資産
り ゅ う ど う し さ ん

(★)

現金・預金、有価証券など、容易に

現金化できる当座資産と、たな卸資産

（水道メーターなど）のこと。

流動負債
り ゅ う ど う ふ さ い

(★)

１年以内に返済期限が到来する企業

債償還金や、１年以内に取り崩す賞与

引当金などのこと。

料金体系
りょうきんたいけい

事業の運営に必要な費用を賄うた

め、それぞれの水道使用者からどのよ

うに料金を徴収するか定める仕組みの

こと。

家庭用・業務用など、使用実態に応

じて料金を設定する「用途別料金体

系」や、使用している水道メーターの

口径ごとに料金を設定する「口径別料
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金体系」があり、これらの料金体系を

基本として、使えば使うほど料金が高

くなる「逓増型料金体系」や逆に安く

なる「逓減型料金体系」を設定する。

本市は、「口径別・逓増型料金体系」

を採用している。

漏水
ろ う す い

水道管の亀裂や穴、水道メーター・

給湯器などの設備と給水管の接合部か

ら水が漏れること。

【ワ行】

ワン・イヤー・ルール(★)

資産及び負債を貸借対照表上に記載

する際、「固定資産」「流動資産」のい

ずれとするか、また、「固定負債」「流

動負債」のいずれとするかを区分する

基準のこと。

決算日後１年の間に現金化又は費用

化するものを流動資産、１年を超える

ものを固定資産として、また、１年の

間に支払期限が到来するものを流動負

債、１年を超えるものを固定負債とし

て分類する。


